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                  論 文 の 要 旨 
 
題目： 塗装めっき鋼板のための新規防錆顔料の開発と犠牲防食塗装系の防食機構の解明 
(Development of New Antirust Pigment for Painted Plated Steel Sheet and 
Elucidation of Corrosion Inhibition Mechanism of Painted Sacrificial Protection 
System) 























55%Al-Zn めっき鋼板を作製し、国内 3 地点にて屋外暴露試験を実施し、6 価クロム酸系防錆顔料と同等の
防食性能を有することを実証した。いずれの屋外暴露試験においても、塗料の違いによるエッジクリープ




期の犠牲防食によるめっきの後退と推定）と、その後の緩やかな進行期の 2 期からなり、少なくとも 2 つ
の腐食機構が存在していることが示唆された。 
 第 3 章では、従来の規格化された促進試験の課題を明らかにし、再現性に優れる促進試験法の開発につ






































このことより、第 2 章で検討した屋外暴露試験・第 3 章で開発した促進試験において、初期における急激
な腐食進行が鈍化するに至るまでの優劣は、防錆顔料が影響を与えた修復皮膜の能力の差によるものと推
定できた。第 4 章における複合腐食電気化学回路において犠牲防食を示す部分回路は、防錆顔料の影響を
受けることが説明できた。これらより、一般の犠牲防食塗装系において完全に腐食を停止させ、長期の優
れた防食性を得るためには、適切な防錆顔料が必要であることが示唆された。 
第 6 章では、論文全体を総括し、犠牲防食塗装系のさらなる長期防食性を得るための新規防錆顔料の開
発、及び犠牲防食塗装系の防食機構の解明を達成したこと、今後の展望等について述べた。 
